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(57)【要約】
　照明装置は、すくなくとも１つの固体発光素子、少な
くとも１つの第１のルミファー、および、前記第１のル
ミファーから間隔をあけて配置された少なくとも１つの
第２のルミファーよりなる。固体発光素子は、発光ダイ
オードであることができる。照明装置を製造する方法は
、少なくとも１つの第２のルミファーを、少なくとも１
つの固体発光素子に対して、少なくとも１つの第１のル
ミファーから離れて、かつ、その外に、配置することよ
りなる。照明をする方法は、このような照明装置におけ
る少なくとも１つの固体発光素子に、電気を与えること
よりなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、以下のものからなる：
　少なくとも１つの固体発光素子；
　少なくとも１つの第１のルミファー；
　少なくとも１つの第２のルミファー、該第２のルミファーは、前記第１のルミファーか
ら間隔をあけて配置されている。
【請求項２】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記照明装置は、複数の固体発光素子よりなる。
【請求項３】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記照明装置は、複数の前記第１のルミファーを備える。
【請求項４】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記照明装置は、複数の前記第２のルミファーを備える。
【請求項５】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記照明装置は、さらに、第１の反射性の要素を備え、前記固体発光素子および前記第
１のルミファーは、前記第１の反射性要素内に配置されている。
【請求項６】
　請求項１記載の照明装置であって、
　さらに、少なくとも１つのパッケージ要素を備え、該パッケージ要素は、前記少なくと
も１つの固体発光素子、および前記少なくとも１つの第１のルミファーを完全に囲んでい
る。
【請求項７】
　請求項６記載の照明装置であって、
　前記パッケージ要素は、実質的に透明である。
【請求項８】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記少なくとも１つの空気領域は、前記第１のルミファーと前記第２のルミファーとの
間に配置されている。
【請求項９】
　請求項１記載の照明装置であって、さらに、第２の反射性の要素を備える。
【請求項１０】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記第２のルミファーの表面領域は、前記第１のルミファーの表面領域の少なくとも２
倍である。
【請求項１１】
　請求項１記載の照明装置において、
　(1) 前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくとも
１つの第１のルミファーから、変換されずに出射する光と、
　(2) 前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくとも
1つの第１のルミファーから、該少なくとも１つのルミファーにより変換された後に出射
する光、
　との混合物は、第１、第２、第３、および第４の線分により囲まれる１９３１年ＣＩＥ
色度図上の領域内にあるｘ、ｙカラー座標をもち、該第１の線分は、第１の点を第２の点
に接続し、該第２の線分は、第２の点を第３の点に接続し、該第３の線分は、第３の点を
第４の点に接続し、該第４の線分は、第４の点を第１の点に接続し、該第１の点は、０．
４５、０．３５のｘ、ｙ座標を持ち、該第２の点は、０．３５、０．４５のｘ、ｙ座標を
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持ち、該第３の点は、０．１２、０．２２のｘ、ｙ座標を持ち、該第４の点は、０．２０
、０．０７５のｘ、ｙ座標を持つ。
【請求項１２】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記固体発光素子は、紫外線領域内、または可視光領域内の波長から、５２５ｍｍの波
長までの波長を持つ光を発する発光ダイオードである。
【請求項１３】
　請求項１記載の照明装置において、
　前記第２のルミファーは、少なくとも１つのルミネッセント材料よりなる。
【請求項１４】
　請求項１３記載の照明装置において、
　前記第２のルミファーは、さらに、少なくとも１つのバインダーを備える。
【請求項１５】
　請求項１４記載の照明装置において、
　前記バインダーは、実質的に透明である。
【請求項１６】
　請求項１４記載の照明装置において、
　前記バインダーは、エポキシ、シリコーン、および、ガラスよりなるグループの中から
選択される。
【請求項１７】
　請求項１４記載の照明装置において、
　前記第のルミファーは、さらに、拡散剤、散乱子、および、ティントよりなるグループ
の中から選択された少なくとも１つの添加剤を備える。
【請求項１８】
　照明装置を製造する方法であって、以下のことよりなる：
　少なくとも１つの第２のルミファーを、少なくとも１つの固体発光素子に対して、少な
くとも１つの第１のルミファーの外側に、前記第２のルミファーが前記第１のルミファー
から離れているよう、配置すること。
【請求項１９】
　照明方法であって、以下のことよりなる：
　少なくとも１つの固体発光素子に対して電気を与えること、前記固体発光素子は、少な
くとも１つの第１のルミファー内に位置され、前記少なくとも１つの第１のルミファーは
、少なくとも１つの第２のルミファーから離れて配置され、前記第１のルミファーは、少
なくとも部分的に、前記発光ダイオードと前記第２のルミファーとの間に配置されている
。
【請求項２０】
　照明方法であって、以下のことよりなる：
　少なくとも１つの固体発光素子に対して電気を与えること、これにより、前記固体発光
素子は、前記固体発光素子から、前記第１のルミファーを通って、そののち、前記第２の
ルミファーを通って、経由する光を出射し、前記第１のルミファーは、前記第２のルミフ
ァーから空間をあけて配置されている。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連する出願への相互参照
　この出願は、２００６年１月２０日に出願された米国仮特許出願第６０／７６０，４５
５号の利益を主張するものであり、その出願の全体は、参照によりここに組み入れられる
。
　この出願は、２００６年１月２３日に出願された米国仮特許出願第６０／７６１，３１
０号の利益を主張するものであり、その出願の全体は、参照によりここに組み入れられる
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。
　この出願は、２００６年４月２４日に出願された米国仮特許出願第６０／７９４，３７
９号の利益を主張するものであり、その出願の全体は、参照によりここに組み入れられる
。
【０００２】
　発明の分野
　本発明は、照明装置、特に、１つ、またはそれ以上の固体発光素子（たとえば、発光ダ
イオード）、および、おのおののルミファー要素が、少なくとも１つのルミネッセント材
料（たとえば、１つ、またはそれ以上のリン）を含む、少なくとも２つのルミファー要素
を含むデバイスに関係する。
　本発明は、また、照明方法、および、照明デバイスを作製する方法に向けられている。
【背景技術】
【０００３】
　発明の背景
　毎年、米国において生成される電気の多くの部分（いくつかの見積りは、２５％と高い
）は、照明に行っている。したがって、よりエネルギー効率の高い照明を与える、進行中
の必要がある。白熱電球は、エネルギー効率のよくない光源であることはよく知られてい
る　－　それらが消費する電気の約９０％は、光よりむしろ熱として開放される。蛍光灯
バルブは、白熱電球より、（約１０倍だけ）より効率的であるが、しかし、発光ダイオー
ド等の、固体発光素子に比較すると、まだ、きわめて非効率である。
【０００４】
　さらに、固体発光素子の通常の寿命に比較すると、白熱電球は、相対的に短い寿命、た
とえば、代表的に約７５０－１０００時間を持つ。比較するに、発光ダイオードの寿命は
、たとえば、一般に、数十年単位で、測定することができる。蛍光灯は、白熱灯より、よ
り長い寿命（たとえば、１０，０００－２０，０００時間）を持つが、しかし、色再現の
好ましさは低い。色再現は、代表的に、特定のランプにより点灯されるときの、対象物の
表面カラーのシフトの相対的な示しである演算色評価数（ＣＲＩ　Ｒａ）を用いて測定さ
れる。昼光色は、もっとも高いＣＲＩ（１００のＲａ）を持ち、白熱電球は、比較的近い
（９５より大きいＲａ）ものであり、蛍光照明は、より正確さが低い（７０－８０の代表
的Ｒａ）。あるタイプの特定化された照明は、相対的に低いＣＲＩを持つ（たとえば、水
銀蒸気またはナトリウムランプは、ともに、約４０、あるいは、さらにより低い、のよう
に低いＲａを持つ）。
【０００５】
　従来の電灯設備 により直面される問題は、照明装置（たとえば、電灯バルブ等）を、
周期的に置き換える必要である。このような問題は、特に、アクセスが困難である（たと
えば、丸天井、ブリッジ、高いビル、交通トンネル）ところで、および／または、交換コ
ストが極端に高いところで表明されている。従来の電灯設備の代表的な寿命は、少なくと
も約４４，０００時間の光発生装置の使用（２０年間にわたる１日６時間の使用に基づく
）に対応する、約２０年である。光発生装置の寿命は、代表的にもっと小さく、これによ
り、周期的な交換の必要を生じる。
【０００６】
　したがって、これらの、および他の理由により、努力は、固体発光素子を、白熱電球、
蛍光灯、および他の光発生装置の代わりに、広い領域の応用において用いることのできる
方法を、開発するために続けられてきた。さらに、発光ダイオード（または、他の固体光
発光素子）が、すでに使われ続けているところでは、努力は、たとえば、エネルギー効率
、演色評価数（ＣＲＩ）、コントラスト、有効性（ｌｍ／Ｗ）、および／または、サービ
ス期間、に関して、改善された発光ダイオードを与えるよう、行われ続けている。
【０００７】
　発光ダイオードは、電流を光に変換する半導体装置である。広い範囲の種々の固体発光
ダイオードは、今も広がる目的の範囲のための、ますます広い分野において使用されてい
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る。
【０００８】
　より特定的には、発光ダイオードは、電位差が、ｐｎ接合構造に対して印加されたとき
、光（紫外線、可視光、または赤外線）を、発する半導体装置である。発光ダイオード、
および、多くの関連する構造を作る多くの公知の方法があり、本発明は、任意のこのよう
な装置を用いることができる。たとえば、Ｓｚｅの半導体装置の物理学（１９８１年、第
２版）の第１２－１４章、および、Ｓｚｅの現代半導体装置物理学（１９９８）の第７章
は、発光ダイオードを含む、広い範囲の光子装置を、記述している。
【０００９】
　ここで使用される表現“発光ダイオード”は、基本的な半導体ダイオード構造（すなわ
ち、“チップ”）を意味するものとして用いられる。共通に認識され、商業的に入手可能
な“ＬＥＤ”であって、（たとえば、）電子ショップにおいて売られているものは、多く
の部品から作られている“パッケージされた”デバイスを表す。これらのパッケージされ
たデバイスは、代表的に、米国特許第４，９１８，４８７；５，６３１，１９０；および
５，９１２，４７７号明細書に記述されたような（しかしそれらに限定されない）半導体
ベースの発光ダイオード、種々のワイヤ接続、および、発光ダイオードを収容するパッケ
ージを含む。
【００１０】
　よく知られているように、発光ダイオードは、半導体活性（発光）層の導電帯と価電子
帯との間のバンドギャップを横切って電子を励起することにより、光を生成する。電子遷
移は、エネルギーギャップに依存する波長で、光を発生する。このように、発光ダイオー
ドにより発光された光の色（波長）は、発光ダイオードの活性層の半導体材料に依存する
。
【００１１】
　発光ダイオードの発展は、多くの態様で、照明産業を改革してきたが、発光ダイオード
の特徴のいくつかは、多くの挑戦を提示してきており、そのいくつかはまだ十分に満たさ
れていない。たとえば、任意の特定の発光ダイオードの発光スペクトルは、代表的に（発
光ダイオードの組成、および構造により予言されるように）単一波長の周りに集中してお
り、これは、いくらかの応用には好ましいが、他のもののためには、好ましくないもので
ある（たとえば、照明を与えるためには、このような発光スペクトルは、大変低いＣＲＩ
を与える）。
【００１２】
　白と感じられる光は、必然的に、２つ、またはそれ以上の色の（または、波長の）ブレ
ンドであるので、単一の発光ダイオードは、白色を生ずることはできない。“白色”発光
ダイオードは、各赤、緑、および青の発光ダイオードにより形成される発光ダイオードピ
クセルを持って製造されてきた。他の、“白色”発光ダイオードは、(1) 青色光を発生す
る発光ダイオード、および、(2) 前記発光ダイオード により発光された光による励起に
応答して黄色光を発するルミネッセント材料（たとえば、リン発光体）を含んで生成され
、これにより、該青色光、および黄色光は、混合されたとき、白色光と感知される光を生
成する。
【００１３】
　さらに、非主要色の結合を生成する主要色の混合は、一般に、この、および他の技術に
おいて、よく理解されている。一般に、１９３１年のＣＩＥ色度図（１９３１年に設けら
れた主要色の国際標準）、および１９７６年のＣＩＥ色度図（１９３１年の色度図に類似
しているが、該図上の同様の距離は、同様の色の差異を表現するよう修正されている。）
は、色を、主要色の重み付け加算として定義するための、有用な参照を与える。
【００１４】
　発光ダイオードは、このように、個々に、または、任意の結合において、任意に、１つ
、またはそれ以上のルミネッセント材料（リン発光体、またはシンチレータ）、および／
または、フィルターとともに使用されて、任意の所望の感受される色（白を含む）を生成



(6) JP 2009-524247 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

することができる。したがって、現存する光源を、発光ダイオード光源により、たとえば
、エネルギー効率、演色評価数（ＣＲＴ）、有効性（ｌｍ／Ｗ）、および／または、サー
ビス期間、に関して改善するために置き換えるよう、努力がなされつづけている領域は、
任意の特定の色の光、あるいは色のブレンドの光に、限定されるものではない。
【００１５】
　広い多種多様性のルミネッセント材料（たとえば、その全体が参照によりここに組み入
れられる、米国特許第６，６００，１７５号明細書に開示されているように、ルミファー
、あるいはルミノフォリック材料としても知られている）は、公知であり、当業者にとっ
て入手可能である。例えば、リン発光体は、たとえば、励起放射源により励起されたとき
、反応性の放射（例えば、可視光線）を発するルミネッセント材料である。多くの場合、
応答する放射は、励起する放射の波長と異なる波長を持つ。ルミネッセント材料の他の例
は、紫外線を照射されると、可視スペクトル内において輝くシンチレーター、昼日グロー
テープ、およびインクを含む。
【００１６】
　ルミネッセント材料は、ダウンコンバートするもの、すなわち、フォトンをより低いエ
ネルギーレベル（より長い波長）に変換する材料である、あるいは、アップコンバートす
るもの、すなわち、フォトンをより高いエネルギーレベル（より短い波長）に変換する材
料である、ものとして分類されることができる。
【００１７】
　ルミネッセント材料を、ＬＥＤ装置内に含むことは、上記したように、ルミネッセント
材料を、清浄な収容材料（たとえば、エポキシ系、またはシリコーン系材料）に、たとえ
ば、ブレンディングまたはコーティングプロセスにより、付加することにより遂行されて
きた。
【００１８】
　たとえば、米国特許第６，９６３，１６６号明細書（Ｙａｎｏ‘１６６）は、従来の発
光ダイオードランプが、発光ダイオードチップ、発光ダイオードチップを覆うための弾丸
形状透明ハウジング、電流を発光ダイオードチップに供給する導線、および、発光ダイオ
ードチップの放射を一定の方向に反射するためのチップ反射器、そこにおいては、発光ダ
イオードチップは、第１の樹脂部分により収容されており、これは、さらに第２の樹脂部
分により収容されている、を含むことを開示している。Ｙａｎｏ‘１６６によれば、第１
の樹脂部分は、カップリフレクタを樹脂材料で満たし、それを、発光ダイオードチップが
、カップリフレクタの底上にマウントされ、そののち、そのカソード、およびアノード電
極が、ワイヤによりリードに電気的に接続された後に、キュアーすることにより得られる
。Ｙａｎｏ‘１６６によれば、リン発光体は、発光ダイオードチップから出射された光Ａ
により励起されるよう、第１の樹脂部分において分散され、該励起されたリン発光体は、
光Ａより長い波長を持つ蛍光発光（“光Ｂ”）を生成し、該光Ａの一部は、リン発光体を
含む第１の樹脂部分を通って送信され、結果として、光Ａと光Ｂの混合物である光Ｃが、
照明として用いられる。
【００１９】
　上記したように、“白ＬＥＤ光”（すなわち、白、または、白に近いと感受される光）
は、白い白熱電球に対する可能な置き替えとして研究されて来た。白色ＬＥＤランプの代
表的な例は、ガリウム窒化物（ＧａＮ）から作られる青色発光ダイオードチップのパッケ
ージ、これは、ＹＡＧ等のリン発光体によりコートされる、を含む。このようなＬＥＤラ
ンプにおいて、青色発光ダイオードチップは、約４５０ｎｍの波長を持つ放射を生成し、
リン発光体は、その放射を受信したとき、約５５０ｎｍのピーク波長を持つ黄色の蛍光を
生成する。たとえば、ある設計においては、白色発光ダイオードは、青色発光半導体発光
ダイオードの外部表面上に、セラミックリン発光体層を形成することにより、製造される
。発光ダイオードチップより出射される青色光の一部は、リン発光体を通過し、一方、該
発光ダイオードチップより出射される青色光の一部は、リン発光体により吸収され、これ
は、励起され、黄色光を発する。発光ダイオードチップより出射され、リン発光体を通過
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した青色光の一部は、リン発光体により発射された黄色光と混合される。観察者は、青、
および黄色の光の混合物を、白色光として感受する。
【００２０】
　既存のＬＥＤ構成要素パッケージ、および他の電子回路が、１つの電気設備内にアセン
ブルされる設計が与えられてきた。このような設計において、パッケージ化されたＬＥＤ
は回路基板にマウントされ、該回路基板はヒートシンクにマウントされ、かつ、該ヒート
シンクは、所望の駆動電子回路とともに、固定ハウジングにマウントされる。多くの場合
において、追加的な光学部品（パッケージ部品に対して２次的な）が、また必要である。
【００２１】
　固体発光素子、たとえば、発光ダイオードを用いて、より広い多様性のある応用におい
て、白色光を、改善されたエネルギー効率をもって、改善されたＣＲＩを持って、改善さ
れた有効性（ｌｍ／Ｗ）を持って、および／または、より長いサービス期間をもって、与
える方法についての、継続的な要求がある。
【特許文献１】米国特許第６，６００，１７５号明細書
【特許文献２】米国特許第６，９６３，１６６号明細書
【特許文献３】米国特許出願第６０／７５２，７５３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　発明の簡単なサマリー
　本発明の１つ側面において、以下のものからなる照明装置が、提供される：
　少なくとも１つの固体発光素子；
　少なくとも１つの第１のルミファー；
　少なくとも１つの第２のルミファー、該第２のルミファーは、前記第１のルミファーか
ら間隔をあけて配置されている。
【００２３】
　本発明のこの側面のいくつかの実施形態において、(1) 前記少なくとも１つの固体発光
素子により発光される光であって、前記少なくとも１つの第１のルミファーから、変換さ
れずに出射する光と、(2) 前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であっ
て、前記少なくとも１つの第１のルミファーから、該少なくとも１つのルミファーにより
変換された後に出射する光（すなわち、前記少なくとも１つの第１のルミファーにより、
吸収されることにより、これにより、前記少なくとも１つの第１のルミファーを励起し、
かつその後、前記少なくとも１つの第１のルミファーにより“再出射される”）、との混
合物は、第１、第２、第３、および第４の線分により囲まれる１９３１年ＣＩＥ色度図上
の領域内にあるｘ、ｙカラー座標をもち、前記第１の線分は、第１の点を第２の点に接続
し、前記第２の線分は、第２の点を第３の点に接続し、前記第３の線分は、第３の点を第
４の点に接続し、前記第４の線分は、第４の点を第１の点に接続し、前記第１の点は、０
．４５、０．３５のｘ、ｙ座標を持ち、該第２の点は、０．３５、０．４５のｘ、ｙ座標
を持ち、前記第３の点は、０．１２、０．２２のｘ、ｙ座標を持ち、前記第４の点は、０
．２０、０．０７５のｘ、ｙ座標を持つ。
【００２４】
　本発明のこの側面のいくらかの実施形態において、固体発光素子は、紫外線領域内、ま
たは可視光領域内の波長から、５２５ｍｍの波長までの波長を持つ光を発する発光ダイオ
ードである。
【００２５】
　本発明のもう１つの側面において、以下のことよりなる照明装置を製造する方法が与え
られる：
　少なくとも１つの第２のルミファーを、少なくとも１つの固体発光素子に対して、少な
くとも１つの第１のルミファーの外側に、前記第２のルミファーは、前記第１のルミファ
ーから離れているよう、配置すること。
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【００２６】
　本発明のもう１つの側面において、以下のことよりなる照明方法が、与えられる：
　少なくとも１つの固体発光素子に対して電気を与えること、前記固体発光素子は、少な
くとも１つの第１のルミファー内に位置され、前記少なくとも１つの第１のルミファーは
、少なくとも１つの第２のルミファーから離れて配置され、前記第１のルミファーは、少
なくとも部分的に、前記発光ダイオードと前記第２のルミファーとの間に配置されている
。
【００２７】
　本発明のもう１つの側面において、以下のことからなる照明方法が、与えられる：
　少なくとも１つの固体発光素子に対して電気を与えること、これにより、前記固体発光
素子は、前記固体発光素子から、前記第１のルミファーを通って、そののち、前記第２の
ルミファーを通る光を出射し、前記第１のルミファーは、前記第２のルミファーから空間
をあけて配置されている。
【００２８】
　比較的効率的であるが、代表的に７５より低い、貧弱な演色評価数Ｒａを持ち、かつ、
赤色の演色評価数において特に欠陥があり、かつ、緑においてかなりの程度まで欠陥のあ
る、“白”色ＬＥＤ光源がある。これは、代表的な人間の顔の色つや、食物品目、ラベリ
ング、ペインティング、ポスター、サイン、アパレル、ホームデコレーション、植物、フ
ラワーズ、自動車、等を含む多くのものが、白熱灯、または自然昼日光で照明されるのに
比較して、奇妙な、または悪い色を表すことを意味する。代表的に、このような白いＬＥ
Ｄは、約５０００Ｋの色温度を持ち、これは一般に、一般の照明としては、視覚的に快適
なものではなく、これはしかし、商業的プロデュース、または広告および印刷された資料
の照明としては、望ましいものであり得る。
【００２９】
　いくつかの、いわゆる“暖かい白い”ＬＥＤは、室内使用のための、より受け入れ可能
な色温度（２７００－３５００Ｋ）、および、良いＣＲＩ（黄色と赤のリン発光体混合物
の場合、Ｒａ＝９５と高い）をもつが、しかし、それらの有効性は、標準“白”ＬＥＤの
それの半分よりずっと小さい。
【００３０】
　本発明に関係する側面は、１９３１年ＣＩＥ（照明国際委員会）色度図、または１９７
６年ＣＩＥ色度図のいずれか上で表現されることができる。図１は、１９３１年ＣＩＥ色
度図を示す。図２は、１９７６年色度図を示す。図３は、１９７６年色度図の拡大された
部分を、黒体の場所を、より詳細に示すために示す。当業者は、これらの図をよく知って
おり、かつ、これらの図は、（たとえば、インターネット上で、“ＣＩＥ色度図”をサー
チすることにより、）容易に利用可能である。
【００３１】
　ＣＩＥ色度図は、２つのＣＩＥパラメータｘおよびｙ（１９３１年色度図の場合）、ま
たはu’ およびv’ （１９７６年色度図の場合）により、人間のカラー感受性を描き出す
。ＣＩＥ色度図の技術的説明のために、たとえば、「物理科学および技術百科事典」、 V
ol. ７、２３０-２３１（ロバートＡメイヤー、１９８７版）を参照ください。スペクト
ルカラーは、人間の目によって認知される色合いのすべてを含む、外枠を描かれた空間の
エッジの周りに分布する。境界線ラインは、スペクトルカラーのための、最大飽和を表現
する。上記したとおり、１９７６年ＣＩＥ色度図は、１９３１年色度図に、１９７６年図
が、該図上の同様の距離は、認知される同様の色の差異をあらわすよう修整されている点
以外、類似している。
【００３２】
　１９３１年の図において、該図上の点からのずれが、座標により、あるいは、感受され
る色の相違の程度に関する示しを与えるために、ＭａｃＡｄａｍ楕円により、のいずれか
により与えられ得る。たとえば、１９３１年図上の特定のセットの座標により定義される
特定された色合いから１０個のＭａｃＡｄａｍ楕円以内であるとして定義される点の場所
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は、前記特定された色合いから共通の範囲だけ異なるとしておのおの感受される色合いか
らなる（かつ、ＭａｃＡｄａｍ楕円の他の量だけ、特定の色合いから間隔をあけて配置さ
れていると定義される点の位置についても同様である。）
【００３３】
　１９７６図上の同様の距離は、同様の感受される色の相違を表現するので、１９７６図
上の点からのずれは、座標u’ およびv’ により、たとえば、点＝（Δu'2 + Δv'2)1/2

　からの距離により表現されることができ、おのおの特定の色合いから共通の距離にある
点の位置により定義される色合いは、前記特定の色合いから共通の度合だけ異なるとおの
おの感受される色合いよりなる。
【００３４】
　図１－図３に示される色度図座標、およびＣＩＥ色度図は、多くの本、および、他の刊
行物、たとえば、Ｋ．Ｈ．バトラー、“蛍光ランプリン発光体”（ペンシルベニア州立大
学プレス１９８０）、９８－１０７ページ、および、Ｇ．ブラッセ等、“ルミネッセント
材料”（スプリング出版社１９９４）、１－９－１１０ページ、に詳細に記述されており
、ともに参照によりここに組み入れられる。
【００３５】
　黒体位置に沿って横たわる色度座標（すなわち、カラー点）は、プランクの方程式：
　Ｅ（λ） ＝ Ａλ -5 / （ｅ(B/T) － ｌ）
　ここで、Ｅは、出射強度であり、λは、出射波長であり、Ｔは、黒体の色温度であり、
ＡおよびＢは、定数である、
に従う。黒体位置上、またはその近くに横たわるカラー座標は、人間の観察者に対し、楽
しみのある白い光を引き出す。１９７６年のＣＩＥ図は、黒体位置に沿っての温度のリス
トを含む。これらの温度リストは、このような温度への増大をもたらす黒体放射体のカラ
ーパスを示す。加熱された対象が、白熱体となるとき、それは最初に赤みを帯びて輝き、
そののち、黄色っぽく輝き、そののち、白く輝き、そして、最後に、青みがかって輝く。
これは、黒体放射体のピーク放射と関連する波長が、ウィーン変位法と一貫して、増大し
た温度とともにますます短くなるために起こる。黒体位置の上に、または近くにある光を
生成する発光体は、このように、それらの色温度により記述されることができる。
【００３６】
　また１９７６年ＣＩＥ図上に描かれているのは、指定Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、およびＥであり
、これらは、それぞれ、照明体Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、およびＥとして、対応して特定された、
いくつかの標準照明体により生成される光に言及している。
【００３７】
　ＣＲＩは、照明システムのカラー演出が、どのように、黒体放射体、または他の定義さ
れた参照のそれと比較されるかの相対的なメジャーである。該ＣＲＩ　Ｒａは、もし、照
明システムにより照明される１組のテストカラーのカラー座標が、参照放射体により放射
される同じテストカラーの座標と同じであれば、１００に等しい。
【００３８】
　本発明は、添付図面、および発明の以下の詳細な説明を参照して、より十分に理解され
るであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　発明の詳細な記述
　上記で議論されたように、１つの側面においては、本発明は、すくなくとも１つの固体
発光素子、少なくとも１つの第１のルミファー、および少なくとも１つの第２のルミファ
ー、該第２のルミファーは、前記第１のルミファーから間隔をあけて配置されている、よ
りなる照明装置が、与えられる。ここで使用される、表現“ルミファー”は、任意の照明
要素に言及し、すなわち、その種々のものは、当業者にとって容易に入手可能であり、公
知である、照明材料を含む任意の要素に言及する。
【００４０】
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　本発明のこの側面による照明装置は、もし望まれれば、複数の固体発光素子よりなる。
　広い範囲の種々の固体発光素子が、当業者に公知であり、任意のこのような固体発光素
子が、本発明における照明装置において用いられることができる。
【００４１】
　上記したように、本発明において用いられる１つ、またはそれ以上の固体発光素子は、
発光ダイオードの中から選択される。広い範囲の種々の発光ダイオードは、当業者にとっ
て公知であり、このような発光ダイオードの任意のものは、本発明による照明装置におい
て用いられることができる。このような発光ダイオードのタイプの例は、無機の、および
有機の発光ダイオードを、含み、それらのおのおのの多くのものは、技術においてよく知
られている。
【００４２】
　広い範囲のルミネッセント材料の種々のものは、当業者に公知であり、かつ、このよう
なルミネッセント材料の任意のものは、本発明による照明装置において使用することがで
きる。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、
　（1）前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくと
も１つの第１のルミファーから、変換されずに出射する光と、
　（2）前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくと
も1つの第１のルミファーから、該少なくとも１つのルミファーにより変換された後に、
出射する光（すなわち、前記少なくとも１つの第１のルミファーにより吸収されることに
より、これにより、前記少なくとも１つの第１のルミファーを励起し、かつその後、前記
少なくとも１つの第１のルミファーにより“再出射される”）、との混合物であって、
存在する任意の付加的な構造を通過する前のものは、第１、第２、第３、および第４の線
分により囲まれる１９３１年ＣＩＥ色度図上の領域内にあるｘ、ｙカラー座標をもち、前
記第１の線分は、第１の点を第２の点に接続し、前記第２の線分は、第２の点を第３の点
に接続し、前記第３の線分は、第３の点を第４の点に接続し、前記第４の線分は、第４の
点を第１の点に接続し、前記第１の点は、０．４５、０．３５のｘ、ｙ座標を持ち、前記
第２の点は、０．３５、０．４５のｘ、ｙ座標を持ち、前記第３の点は、０．１２、０．
２２のｘ、ｙ座標を持ち、前記第４の点は、０．２０、０．０７５のｘ、ｙ座標を持つ。
いくつかの実施形態において、さらに、前記１つ、またはそれ以上の固体発光素子は、紫
外線の範囲または可視光の範囲内の、５２５ｍｍの波長までの任意の波長、たとえば、紫
外線の範囲内の任意の波長、または可視光の範囲内の任意の波長で、かつ５００ｍｍまた
はそれ以下の波長、の光を、（すなわち、該光が、第１のルミファー等の、任意の他の構
造を通る前に、）発する。
【００４４】
　前記１つ、またはそれ以上の第１のルミファー、および前記1つ、またはそれ以上の第
２のルミファーは、個々に任意のルミファーでよく、それの広い範囲の種々のものは、上
記したように、当業者に公知である。たとえば、前記少なくとも１つの第１のルミファー
、および前記少なくとも１つの第２のルミファーのおのおのは、個々にリン発光体よりな
る（または、本質的にそれのみよりなる、または、それのみよりなる）ことができる。前
記少なくとも１つのルミファーのおのおのは、もし望まれれば、さらに、１つ、またはそ
れ以上の、高度に透過性の（たとえば、透明な、または、実質的に透明な、あるいは、い
くぶん分散性の、）バインダー、たとえば、エポキシ、シリコーン、ガラス、または、他
の任意の適切な材料（たとえば、１つ、またはそれ以上のバインダーよりなる任意の与え
られたルミファーにおいては、１つ、またはそれ以上のルミファーは、該１つ、またはそ
れ以上のバインダー内で分散されることができる）よりなる、ことができる。たとえば、
該ルミファーが厚ければ厚いほど、一般に、該リン発光体の重量パーセントは、より低い
。該ルミファーの全体厚に依存して、リン発光体の重量パーセントは、一般に、任意の値
であることができ、たとえば、０．１重量パーセントから１００重量パーセント（たとえ
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ば、純粋のリン発光体を、熱間等方圧手順に付すことにより形成されるリン発光体）であ
ることができる。
【００４５】
　本発明による照明装置の代表的な第１の実施形態は、図４に描かれている。 図４を参
照して、該第１の実施形態は、発光ダイオード１１、第１のルミファー１２、第１の反射
性要素１３、透明要素１４（以下、パッケージング要素とも言われる）、第２のルミファ
ー１５、および電極１７よりなる。
【００４６】
　この第１の実施形態において、発光ダイオード１１は、第１のルミファー１２内にマウ
ントされており、これは次に、第１の反射性の要素１３内に位置されている。たとえば、
第１のルミファー１２は、カップ反射器１３を樹脂材料で満たし、発光ダイオードチップ
１１が、カップ反射器１３の底上にマウントされ、その後、そのカソード、およびアノー
ド電極を、配線の方法によりリードに電気的に接続した（リン発光体が、発光ダイオード
チップ１１からの光により励起されるよう樹脂材料内に分散されている）後に、それをキ
ュアーすることにより得ることができ、これにより、（すなわち、図４に描かれる方向に
おいて、）該発光ダイオード１１、および第１のルミファー１２は、それらが、第１の反
射性要素１３の各内部表面間に位置しているという意味で、該第１の反射性要素“内”に
ある。
【００４７】
　この第１の実施形態においては、発光ダイオード１１、第１のルミファー１２、および
第１の反射性要素１３は、すべて透明要素１４内に位置している。発光ダイオード１１、
第１のルミファー１２、第１の反射性要素１３、および透明要素１４は、ともに、類似し
た従来のLEDパッケージと同様のものであり、かつ、もし望まれれば、従来のＬＥＤパッ
ケージ、たとえば、“NSPW500 CS”の名前で日亜により市販されている、商業的に利用可
能な、クールライト５ｍｍＬＥＤパッケージよりなることができる。
【００４８】
　図４に描かれている実施形態においては、さらに、第２のルミファー１５が、設けられ
ている。この実施形態においては、透明性の要素１４の外部表面の一部のみが、反射され
た、および／または後方散乱された光が容易に照明装置を出射することができるよう、第
２のルミファー１５によりカバーされている。一般に、透明性の要素１４の外部表面の任
意の一部は、第２のルミファー１５によりカバーされることができる　－　図４に描かれ
た実施形態においては、第２のルミファー１５は、該ＬＥＤパッケージの全表面をカバー
するのではなく、代わりに、ほぼ、第１の反射性の要素１３に隣接した位置の下までのみ
がコートされており、（すなわち、図４に描かれる方位においては、想像上の平面１６（
その想像上の平面は、第１の反射性の要素１３の周辺表面と共平面である）の上にある透
明性の要素１４の外部表面の全体は、第２のルミファー１５により完全にカバーされ、か
つ、該透明要素１４の外部表面の残りは、第２のルミファー１５によってはカバーされて
いない（このような配列は、発光ダイオードチップ１１からの光がその上に射突する透明
要素１４の表面領域のすべて、をカバーすることが必要であろうより、透明要素１４のわ
ずかにより多くを、カバーする））。本発明によれば、しかしながら、もし望まれれば、
第２のルミファー（または、複数のルミファー）は、代わりに、透明要素の外部表面の、
任意の部分、またはすべてを、（独立に接触して、または離れて）取り囲むことができる
。
【００４９】
　図４に描かれた実施形態において、第２のルミファー１５は、Dymax 光キャップ9617 
および YAG:CE ( 4.67 % の重量パーセント) よりなる明確な包囲体よりなっている。
　図４に描かれた実施形態は、たとえば、青色ＬＥＤチップをクールホワイトに変換する
ようＹＡＧを用い、かつ、該パッケージの外部表面を、（ＹＡＧ、または、緑、赤、等の
、結果としての色スペクトルを開く、任意の他のリン発光体、等の）１つ、またはそれ以
上のリン発光体等の、任意の所望のルミネッセント材料を含むルミファーでカバーするこ



(12) JP 2009-524247 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

とにより、達成することができる。
【００５０】
　前記１つ、またはそれ以上の第２のルミファーは、たとえば、透明要素（もし、設けら
れれば）上に、コーティングすることにより（たとえば、ディッピング、ペインティング
、スプレイング、静電塗装、等により）、または、キャスティングまたはモールディング
（たとえば、液体モールディング、注入モールディング、トランスファーモールディング
等）により、任意の適切な態様で、設けられることができる。
【００５１】
　図４に描かれる照明装置を出射する光は、ｘ＝０．３５から０．４０、ｙ=０．４０か
ら０．４８、の範囲内のスペクトラム内（それは、多くの人々、および／または状況にと
って、より楽しいものである）にあり、ＬＥＤ固定取付体の有効性（すなわち、同様であ
るが、第２のルミファー１５を含まない装置と比較して）が、維持され、実際、改善され
ている。
【００５２】
　図５は、本発明による照明装置の第２の実施形態を描く。図５を参照して、上記第１の
実施形態におけるように、発光ダイオード１１、第１のルミファー１２、第１の反射性の
要素１３、透明性の要素１４、および第２のルミファー１５よりなり、かつ、発光ダイオ
ードパッケージの下方（図示において示される方位における）に、第２の反射性の要素２
１を備える照明装置２０が示されている。
【００５３】
　図４および図５に描かれている実施形態における透明性の要素の外表面は、実質的にド
ーム形状をしているが、それは、一般に、任意の所望の形状（たとえば、平坦化された、
あるいは不規則でさえある）であることができる。
【００５４】
　このようなデバイスにおいて、発光ダイオードは、第１のルミファー内に収容されるル
ミネッセント材料を励起して光（たとえば、約５６００K のクールホワイト光）を生成し
、この光は、次に、第２のルミファー上に射突する。該クールライトのいくらかは、第２
のルミファーからバックオフ反射し、かつパッケージの外に後方反射される（上記したよ
うに、発光ダイオードの大きさは、第２のルミファーの大きさに比較してずっと小さいの
が好ましく、そのため大変少ない光が、後方反射の結果として発光ダイオードチップ内に
吸収される）。たとえば、本発明によると、約６０ルーメン毎ワットを与える黄色がかっ
た光が達成されることができ、一方、他の従来の黄色がかった光の設計は、約１４ルーメ
ン毎ワットのみを与えるようなチップ内への高い後方散乱を持つ　－　キーは、本発明の
いくつかの実施形態によれば、任意の、変換されていない光の大部分が、それが、パッケ
ージを出て反射性の表面上に達することの結果として、捕獲されるということである。
【００５５】
　上記した、第１および第２の実施形態を含み、本発明による照明装置のいずれかにおい
ても、前記少なくとも１つの第２のルミファーは、もし望まれれば、複数の第２のルミフ
ァー要素よりなることができ、その任意の組み合わせは、相互に接続されることもでき、
および／あるいは、相互に分離されることもできる。たとえば、本発明による照明装置は
、もし望まれれば、互いに物理的に分離されており、かつ異なる各平面内に位置されてい
る多数の第２のルミファーを持つことができる。もし、望まれれば、複数の第２のルミフ
ァーが設けられる場合は、該各第２のルミファーは、第１のルミファーから出射され、反
射性の要素の上方（たとえば、図４に描かれるような、平面１６の上方）のある位置にあ
る照明装置を出射する光が、前記第２のルミファーのうちの少なくとも１つを通らなけれ
ばならないように、設けられ得る。
【００５６】
　本発明によるいくらかの実施形態において、１つ、またはそれ以上の第２のルミファー
の表面領域は、前記１つ、またはそれ以上の固体発光素子の表面領域（または、前記１つ
、またはそれ以上の第１のルミファーの表面領域）の大きさの少なくとも２倍であり、か
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つ、いくつかの実施形態においては、この比は、より大きい（たとえば、３倍、４倍、５
倍、６倍、７倍、または、さらには、１０またはそれ以上倍、である）。
【００５７】
　同様に、本発明による照明装置は、もし望まれれば、任意の所望の態様で配置されてい
る複数の第１のルミファーを含むことができる。
【００５８】
　代表的な例において、５ミリメートルのパッケージ化されたＬＥＤが、このようなパッ
ケージ化されたＬＥＤは、プリント配線基板から離れており、かつ、反射体層が付加され
ているため、用いられる。
【００５９】
　前記第２のルミファーが、前記第１のルミファー（および／または、前記第１のルミフ
ァーと、前記第２のルミファーの間に配置された、任意の透明な、または実質的に透明な
要素）を取り囲む範囲は、たとえば図４に示されるような実施形態においては、前記第１
の反射性の要素１３から前記ＬＥＤチップを見る視角に基づき決定することができる（た
とえば、発光ダイオードチップ１１から前記第１の反射性の要素１３の上面の真上を通っ
て線を引くことにより、ＬＥＤパッケージからの光が、前記ＬＥＤパッケージの外表面上
を、すなわち、透明性要素１４の外表面上を、どこで射突するかを描くことができる。言
い換えると、透明性の要素を含む実施形態においては、ＬＥＤチップからの光により射突
される前記透明性の要素のドームの内側の表面の前記少なくとも一部は、前記第２のルミ
ファーによりカバーされているのが好ましい（透明性の要素が用いられていないところで
は、第２のルミファー（単数、または複数）の位置付け、およびそれらの相対的な大きさ
を決定するために、同じ考慮が適用される。）
【００６０】
　本発明による任意の照明装置においては、１つ、またはそれ以上の空気ギャップを、前
記１つ、またはそれ以上の第１のルミファーと、前記１つ、またはそれ以上の第２のルミ
ファーとの間のどこにおいても（単独で、または、１つ、またはそれ以上の透明な、また
は実質的に透明な媒体に付加して）、設けることができる。
【００６１】
　前記ルミネッセント材料（単数、または複数）は、任意の所望のルミネッセント材料で
あってよい。上記したように、当業者は、広い範囲の種々のルミネッセント材料を、よく
知っており、かつ、容易にアクセスすることができる。前記１つ、またはそれ以上のルミ
ネッセント材料は、ダウンコンバートするものでもよく、アップコンバートするものでも
よく、あるいは、両タイプの結合を、含むことができる。たとえば、前記第１のルミファ
ーは、１つ、または、それ以上のダウンコンバートするルミネッセント材料よりなること
ができる。
【００６２】
　たとえば、前記１つの、またはそれ以上のルミネッセント要素は、リン発光体、シンチ
レータ、昼日グローテープ、紫外線を照射したとき可視光スペクトル内で発光するインク
、等、の中から、選択することができる。
【００６３】
　前記１つ、またはそれ以上のルミネッセント材料は、設けられるとき、任意の望ましい
形態で、設けることができる。たとえば、該ルミネッセント材料は、シリコーン材料、エ
ポキシ、またはガラス、等の樹脂（すなわち、ポリマーマトリックス）内に埋め込むこと
ができる。
【００６４】
　本発明の照明装置における可視光光源は、任意の態様で、配列され、マウントされ、電
気を供給されることができ、かつ、任意の所望のハウジングまたは固定取付体上にマウン
トすることができる。当業者は、広い種々の範囲の配列、マウントスキーム、電力供給装
置、ハウジングおよび固定取付体をよく知っており、かつこのような任意の配列、スキー
ム、装置、ハウジング、および固定取付体は、本発明と関連して、使用することができる
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。　本発明の照明装置は、任意の所望の電源に、電気的に接続（または、選択的に接続）
することができ、当業者は、種々の範囲のこのような電源をよく知っている。
【００６５】
　たとえば、本発明を実施するにおいて使用することのできる発光ダイオード、およびル
ミファーは、以下のものに記述されている：
　（1）米国特許出願第６０／７５３，１３８号，２００５年１２月２２日出願、名称“
照明装置”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号９３１＿００３
PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（2）米国特許出願第６０／７９４，３７９号，２００６年４月２４日出願、名称“ル
ミファー膜を空間的に分離することにより、ＬＥＤにおけるスペクトル内容をシフトする
こと”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、および、アントニーポール　ヴェントヴェ
ン；　代理人ドケット番号９３１＿００６PRO）、その全体が参照によりここに組み入れ
られる、
　（3）米国特許出願第６０／８０８，７０２号，２００６年５月２６日出願、名称“照
明装置”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、および、アントニーポール　ヴェントヴ
ェン；　代理人ドケット番号９３１＿００９PRO）、その全体が参照によりここに組み入
れられる、
　（4）米国特許出願第６０／８０８，９２５号，２００６年５月２６日出願、名称“固
体発光装置、およびこれを製造する方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、および
、ニールハンター；　代理人ドケット番号９３１＿０１０PRO）、その全体が参照により
ここに組み入れられる、
　（5）米国特許出願第６０／８０２，６９７号，２００６年５月２３日出願、名称“照
明装置、および製造方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号
９３１＿０１１PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（6）米国特許出願第６０／８３９，４５３号，２００６年８月２３日出願、名称“照
明装置、および照明方法”（発明者：アントニーポール　ヴェントヴェン、および、ジェ
ラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号９３１＿０３４PRO）、その全体が参照に
よりここに組み入れられる、
　（7）米国特許出願第６０／８５７，３０５号，２００６年１１月７日出願、名称“照
明装置、および照明方法”（発明者：アントニーポール　ヴェントヴェン、ジェラルド　
Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号９３１＿０２７PRO）、その全体が参照によりここ
に組み入れられる、
　（8）米国特許出願第６０／８５１，２３０号，２００６年１０月１２日出願、名称“
照明装置、およびこれを製造する方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人
ドケット番号９３１＿０４１PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（9）米国特許出願第６０／８３９，４５３号，２００６年８月２３日出願、名称“照
明装置、および照明方法”（発明者：アントニーポール　ヴェントヴェン、ジェラルド　
Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号９３１＿０３４PRO）、その全体が参照によりここ
に組み入れられる、
【００６６】
　可視光光源の配列、可視光光源をマウントするための、マウント構造、スキーム、可視
光光源に電気を供給するための装置、可視光光源のためのハウジング、可視光光源のため
の固定取付体、可視光光源のための電源、および、完全な照明アセンブリーの代表的な例
であって、それらのすべてが、本発明の照明装置に適切なものは、以下のものに、記述さ
れている：
　（1）米国特許出願第６０／７５２，７５３号，２００５年１２月２１日出願、名称“
照明装置”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、アントニーポール　ヴェントヴェン、
および、ニールハンター；　代理人ドケット番号９３１＿００２PRO）、その全体が参照
によりここに組み入れられる、
　（2）米国特許出願第６０／７９８，４４６号，２００６年５月５日出願、名称“照明
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装置”（発明者：アントニーポール　ヴェントヴェン；　代理人ドケット番号９３１＿０
０８PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（3）米国特許出願第６０／８４５，４２９号，２００６年９月１８日出願、名称“照
明装置、照明アセンブリー、固定取付体、およびこれらを使用する方法”（発明者：アン
トニーポール　ヴェントヴェン；　代理人ドケット番号９３１＿０１９PRO）、その全体
が参照によりここに組み入れられる、
　（4）米国特許出願第６０／８４６，２２２号，２００６年９月２１日出願、名称“照
明アセンブリー、これをインストールする方法、および光を置き換える方法”（発明者：
アントニーポール　ヴェントヴェン、およびジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケッ
ト番号９３１＿０２１PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（5）米国特許出願第６０／８０９，６１８号，２００６年５月３１日出願、名称“照
明装置、および照明方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、アントニーポール　ヴ
ェントヴェン、および、トーマス　G．コールマン；　代理人ドケット番号９３１＿０１
７PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（6）米国特許出願第６０／８５８，５５８号，２００６年１１月１３日出願、名称“
照明装置、照明された容器、および照明方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　
代理人ドケット番号９３１＿０２６PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる
。
【００６７】
　たとえば、本発明を実施するにおいて使用することのできる固定取付体、他のマウント
構造、および完全な照明アセンブリーは、以下のものに記載されている：
　（1）米国特許出願第６０／７５２，７５３号，２００５年１２月２１日出願、名称“
照明装置”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、アントニーポール　ヴェントヴェン、
および、ニールハンター；　代理人ドケット番号９３１＿００２PRO）、その全体が参照
によりここに組み入れられる、
　（2）米国特許出願第６０／７９８，４４６号，２００６年５月５日出願、名称“照明
装置”（発明者：アントニーポール　ヴェントヴェン；　代理人ドケット番号９３１＿０
０８PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（3）米国特許出願第６０／８４５，４２９号，２００６年９月１８日出願、名称“照
明装置、照明アセンブリー、固定取付体、およびこれらを使用する方法”（発明者：アン
トニーポール　ヴェントヴェン；　代理人ドケット番号９３１＿０１９PRO）、その全体
が参照によりここに組み入れられる、
　（4）米国特許出願第６０／８４６，２２２号，２００６年９月２１日出願、名称“照
明アセンブリー、これをインストールする方法、および光を置き換える方法”（発明者：
アントニーポール　ヴェントヴェン、および、ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケ
ット番号９３１＿０２１PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（5）米国特許出願第６０／８０９，６１８号，２００６年５月３１日出願、名称“照
明装置、および照明方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、アントニーポール　ヴ
ェントヴェン、および、トーマス　G．コールマン；　代理人ドケット番号９３１＿０１
７PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（6）米国特許出願第６０／８５８，８８１号，２００６年１１月１４日出願、名称“
照明装置”（発明者：ポール　ケネス　ピッカード、および、ゲアリー　デイビット　ト
ロット；　代理人ドケット番号９３１＿０３６PRO）、その全体が参照によりここに組み
入れられる、
　（7）米国特許出願第６０／８５９，０１３号，２００６年１１月１４日出願、名称“
照明アセンブリー、アセンブリーを照明するための構成要素”（発明者：ゲアリー　デイ
ビット　トロット、および、ポール　ケネス　ピッカード；　代理人ドケット番号９３１
＿０３７PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（8）米国特許出願第６０／８５３，５８９号，２００６年１０月２３日出願、名称“
照明装置、および、光エンジンハウジングをインストールする方法、および／または、照
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明装置ハウジングにおけるトリム要素”（発明者：ゲアリー　デイビット　トロット、お
よび、ポール　ケネス　ピッカード；　代理人ドケット番号９３１＿０３８PRO）、その
全体が参照によりここに組み入れられる。
【００６８】
　さらに、任意の所望の回路網は、本発明による照明装置にエネルギーを供給するために
、使用することができる。本発明を実施するにおいて使用することのできる回路網の代表
的な例は、以下のものにおいて、記述されている：
　（1）米国特許出願第６０／８０９，９５９号，２００６年６月１日出願、名称“冷却
を備えた照明装置”（発明者：トーマス　G．コールマン、ジェラルド　Ｈ．ネグレイ、
および、アントニーポール　ヴェントヴェン；　代理人ドケット番号９３１＿００７PRO
）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（2）米国特許出願第６０／８０９，５９５号，２００６年５月３１日出願、“照明装
置、および照明方法”（発明者：ジェラルド　Ｈ．ネグレイ；　代理人ドケット番号９３
１＿０１８PRO）、その全体が参照によりここに組み入れられる、
　（3）米国特許出願第６０／８４４，３２５号，２００６年９月１３日出願、名称“低
サイドMOSFET電流制御を持つブースト／フライバック電源供給トポロジー”（発明者：ピ
ーター　ジェイ　マイヤーズ；　代理人ドケット番号９３１＿０２０PRO）、その全体が
参照によりここに組み入れられる。
【００６９】
　本発明によるデバイスは、さらに、１つ、またはそれ以上の長寿命冷却装置（たとえば
、きわめて長寿命のファン）を備えていてもよい。このような長寿命冷却装置は、“中国
ファン”として、空気を移動させるピエゾ電気、または磁気抵抗材料（たとえば、MR、GM
R、および／または、HMR材料）よりなることができる。本発明によるデバイスを冷却する
において、代表的に、境界層を破壊するに必要な空気のみが、１０から１５度の温度の低
下を引き起こすのに必要とされる。したがって、このような場合には、強力な“ブリーズ
”、または、大きな流量比（大きなＣＦＭ）は、代表的に必要ではない（これにより、従
来のファンの必要を回避する）。
【００７０】
　本発明によるデバイスは、さらに、出射された光の投射された性質を、さらに変更する
２次的な光学素子を備えることができる。このような２次的な光学素子は、当業者によく
知られており、かつ、ここで詳細に説明する必要はない　－　任意のこのような２次的な
光学素子が、もし望まれれば、使用することができる。
【００７１】
　本発明によるデバイスは、さらに、センサー、または充電装置、またはカメラ等を、備
えることができる。たとえば、当業者は、１つ、またはそれ以上のできごとを検出し（た
とえば、対象物、または、人の動きを検出する、動き検出器）、かつ、このような検出に
応答して、光の照明、安全カメラの活性化、等をトリガーする装置をよく知っており、こ
れを容易に入手することができる。代表的な例として、本発明によるデバイスは、本発明
による照明装置、および動きセンサーを含むことができ、かつ、(1) 光が照明される間、
もし動きセンサーが動きを検出すれば、安全カメラが活性化されて、検出された動きの位
置での、またはその周りでのビジュアルデータを記録する、または、(2) もし動きセンサ
ーが動きを検出すれば、光が、検出された動きに近い領域を照らすよう照明され、安全カ
メラが活性化されて、検出された動きの位置での、またはその周りでの位置ビジュアルデ
ータを記録するように、構成することができる。
【００７２】
　ここで記述された照明装置の任意の２つ、またはそれ以上の構造部品は、集積化するこ
とができる。ここで記述された照明装置の任意の構造的部分は、２つ、またはそれ以上の
部分（それらは、もし必要であれば、一緒に保持することのできる）として設けることが
できる。
【図面の簡単な説明】
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【００７３】
【図１】図１は、１９３１年色度図を示す。
【図２】図２は、１９７６年色度図を示す
【図３】図３は、１９７６年色度図の、黒体位置を示すための、拡大図を示す。
【図４】図４は、本発明による照明装置の第１の実施形態を描く。
【図５】図５は、本発明による照明装置の第２の実施形態を描く。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月25日(2008.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、以下のものからなる：
　少なくとも１つの固体発光素子；
　少なくとも１つの第１のルミファー、該少なくとも１つのルミファーは、少なくとも１
つの、少なくとも１つのリン発光体がその中に分散されたバインダーを備える；および、
　少なくとも１つの第２のルミファー、該第２のルミファーは、前記第１のルミファーか
ら間隔をあけて配置されている。
【請求項２】
　請求項１記載の照明装置において、
　さらに、第１の反射性の要素を備え、前記第１の固体発光素子および前記第１のルミフ
ァーは、前記第１の反射性の要素内に位置している。
【請求項３】
　請求項１、または２に記載の照明装置において、
　さらに、少なくとも１つのパッケージ要素を備え、前記パッケージ要素は、前記少なく
とも１つの固体発光素子、および前記少なくとも１つの第１のルミファーを完全に囲んで
いる。
【請求項４】
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　請求項３記載の照明装置において、
　前記パッケージ要素は、実質的に透明である。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の照明装置において、
　少なくとも１つの空気の領域が、前記第１のルミファーと前記第２のルミファーとの間
に位置している。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の照明装置であって、
　さらに、第１の反射性の要素、および第２の反射性の要素を備え、前記固体発光素子お
よび前記第１のルミファーは、前記第１の反射性の要素内に位置している。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれかに記載の照明装置であって、
　前記第２のルミファーの表面領域は、前記第１のルミファーの表面領域の少なくとも２
倍である。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載の照明装置において、
　(1) 前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくとも
１つの第１のルミファーから、変換されずに出射する光と、
　(2) 前記少なくとも１つの固体発光素子により発光される光であって、前記少なくとも
１つの第１のルミファーから、該少なくとも１つのルミファーにより変換された後に出射
する光、
との混合物は、１９３１年ＣＩＥ色度図上の第１、第２、第３、および第４の線分により
囲まれる領域内にあるｘ、ｙカラー座標をもち、該第１の線分は、第１の点を第２の点に
接続し、該第２の線分は、第２の点を第３の点に接続し、該第３の線分は、第３の点を第
４の点に接続し、該第４の線分は、第４の点を第１の点に接続し、該第１の点は、０．４
５、０．３５のｘ、ｙ座標を持ち、該第２の点は、０．３５、０．４５のｘ、ｙ座標を持
ち、該第３の点は、０．１２、０．２２のｘ、ｙ座標を持ち、該第４の点は、０．２０、
０．０７５のｘ、ｙ座標を持つ。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれかに記載の照明装置において、
　前記固体発光素子は、紫外線領域内、または可視光領域内の波長から、５２５ｍｍの波
長までの波長を持つ光を発する発光ダイオードである。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれかに記載の照明装置において、
　前記バインダーは、エポキシ、シリコーン、および、ガラスからなるグループより選択
される。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれかに記載の照明装置において、
　前記第１のルミファーは、さらに、拡散剤、散乱剤、およびティントよりなるグループ
より選択される少なくとも１つの添加剤よりなる。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれかに記載の照明装置において、
　前記第１のルミファーは、第１のリン発光体材料よりなり、前記第２のルミファーは、
第２のリン発光体材料よりなり、前記第１のリン発光体材料、および前記第２のリン発光
体材料は、同じである。
【請求項１３】
　照明装置を製造する方法であって、以下のことよりなる：
　少なくとも１つの第２のルミファーを、少なくとも１つの固体発光素子に対して少なく
とも１つの第１のルミファーの外に、前記第２のルミファーが前記第１のルミファーから
離れているよう、かつ前記第１のルミファーが少なくとも１つのリン発光体がその中に拡
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散された少なくとも１つのバインダーよりなるよう、配置すること。
【請求項１４】
　請求項１３記載の方法において、
　前記少なくとも１つの第２のルミファーを、少なくとも１つの固体発光素子に対して、
少なくとも１つの第１のルミファーの外側に配置することは、前記第２のルミファーを、
前記第１のルミファーよりなるパッケージ化された固体発光素子上に配置することよりな
る。
【請求項１５】
　照明方法であって、以下のことよりなる：
　少なくとも１つの固体発光素子に対して電気を与えること、前記固体発光素子は、少な
くとも１つの第１のルミファー内に位置され、前記少なくとも１つの第１のルミファーは
、少なくとも１つの第２のルミファーから離れて配置され、該第１のルミファーは、少な
くとも１つのリン発光体がその中に拡散された少なくとも１つのバインダーよりなり、前
記第１のルミファーは、少なくとも部分的に前記固体発光素子と前記第２のルミファーと
の間に配置されている。
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【国際調査報告】
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